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③伝承遺構見学会 
理兵衛堤防や惣兵衛堤防など地域に残る遺構をめぐる見学会の計画上の注意点、手順は

以下の通りである。 

伝承遺構見学会の実例 資料編 7-3 参照 
・ ポイントをしぼったコース設定、訴求対象に合わせたコース内容の設定を行う。 
・ 防災意識が「的確な行動・判断」にまでいたったかどうかの確認を取るための工夫。 
・ 参加者への説明方法（文書、絵、映像など）の選択。 
・ 雨天時にバスの中からでも確認できる見学ポイントを用意しておく。 
・ 天候を考慮し、雨天時と晴天時で見学ポイントの時間配分を変更する。 
・ より専門的な内容については、口頭説明だけでは分かりにくいので、会の終了後に

も確認できる説明資料を用意しておく。 
・ 同じ時期に継続してイベントを実施することにより、地域のイベントとして認識を

してもらう。 
 
①現地見学会の開催日時、時間、ポイント、コースを設定する 

  

②現地調査を行う 

  

③見学会の講師役を調整する 

  

④地域の資料館、博物館などに所蔵してある資料を調査し、活用する 

  

⑤現地見学会用資料を作成する 

  
⑥募集用チラシを作成、地域へ配布、HP へ掲載する 

  

⑦地域の防災リーダーや市町村の防災担当者を中心に募集を行う 

  

⑧雨天時の対応を協議しておく 

  

⑨テストランを行い、所要時間や見学工程の確認を行う 

  

⑩安全対策の実行する 

  

⑪現地見学会開催 

※ 見学会の最後に振り返りとしてアンケートと振り返りの会を行う 

  

⑫現地見学会に使用した資料を電子データで提供し、広く活用してもら

うように工夫する 

  

⑬毎年恒例のイベントとしての開催の可能性を探る 

 


